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平成30年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

学校名   小山町立須走小学校                 

 

 

 

１実践テーマ 【Ⅲ】 スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

 

２実施対象者 
３年生・４年生・５年生・６年生 

３組・４組（特別支援学級） 人数計：１３９人 

３展開の形式 

（１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習 ） 行事名（       ） 

② その他（        ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標 

（ねらい） 

 

障がい当事者講師による障がい理解のレクチャー、障がい別のコミュニケー

ション体験、子どもたちみんなで考えるグループワークを通して、パラリンピ

ックやパラスポーツを題材に知識を学び、共生社会の実現に向けた基本的な考

え方を身につけること及び実際の行動へ移せるようになることを目的とする。 

 

５ 取組内容 

☆レクチャー  ○アイスブレイク    ・講師自己紹介 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

○パラリンピックについて ・講師の携わったパラアイスホ

ッケーについて 

                         ・バンクーバーオリンピックの 

              映像 

                         ・他喜力（周りの人を喜ばせる

力）が大切 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育

成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 

  

 



         

 

５ 取組内容 

〇障害ってなんだろう             ・障害者とのコミニュケーショ

ンの取り方等（車いすクイズ 

                     など、クイズ形式で） 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆体験     ○グループワーク      

 

 ・グループで輪になって普通に

じゃんけん。全員目を閉じて

じゃんけん。目を開ける人・閉

じる人半分ずつでじゃんけん 

                      

 

 

 

 

 

 

・グループ縦列になり、お題の

スポーツをジェスチャーで伝

言ゲーム。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ワークまとめ  〇周りを笑顔にできる人に ・パラリンピック競技を「映像

で見る。 

                      ・あすチャレ！宣言 

                      ・銀メダルを触ってみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・あすチャレ！ジュニアアカデミーの受講により、子どもたちの興味がパラ 

リンピックに向き始めた。 

・職員の中でも「実際にパラリンピックの競技を見てみたい。」という声があ 

がっている。 

・子どもたちは、受講の中で教えていただいた、「自分だけでなく、周りの人 

を笑顔にすることが大切」「他喜力」「未来をばかにしない」「あきらめない 

顔晴る（がんばる）」などの言葉に刺激を受け、自分の目標をもつことがで 

きた。 

・本物のメダリストに会えたこと、その言葉の重みをずしっと感じていた。 

・講演を聞いてから、オリパラの書籍を各教室に配置したため、興味をもっ 

て読む子どもが多くいた。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

・先生方には講師の紹介を掲示し知ってもらう工夫をした。 

・子どもたちには、講師が敢えてメダリストであること等内緒にして、当日 

の出会いをサプライズ的に演出した。 

・講演後、３年生以上の教室に、購入していただいた『心に残るオリンピッ 

ク・パラリンピックの読み物』を学級文庫として置いた。手近なところ

に、 

オリパラに関する読み物があるという環境を工夫した。 

 

８主な課題等 

・本年度は、町の指定研究発表と重なってしまい、思うような実践ができな 

かった。どちらかというと、担当からの投げかけで動いてもらう、実践し 

てもらう形だった。 

・小山町は、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの会場となる。（自 

転車競技 （ロードレース））須走地区は、本通りを３回も通るということ 

で、児童に身近な題材であるが、それを今回の講演会と結びつけることがで 

きなかった。実際に我が町で行われる競技についても詳しく学びたい。 

  

９来年度以降

の実施予定 

 

・来年度は、学年を指定して動いてもらう方向へと考えている。 

子どもたちが知りたい！！やってみたい！！ということを広げていきたい。 

 

・町のオリンピック・パラリンピック推進局にも協力を要請し、工夫した取 

り組みを行っていく。 

 

・できれば、講演会だけでなく、子どもたちが実際にパラスポーツ等に触れ 

る体験ができるようにしていきたい。 

 

 


